
マチごとエコタウン所沢
所沢市の環境政策

所沢市役所 環境政策課
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【Vision】
“人と人”、“人と自然” との絆で、

子どもたちの未来を紡ぐ エコタウン所沢

所沢市マチごとエコタウン推進計画

低炭素
プロジェクト

みどり
生物多様性
プロジェクト

資源循環
プロジェクト

協働・学習
プロジェクト
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再生可能エネルギーの利用推進
メガソーラー所沢 フロートソーラー所沢

市有施設屋根貸し事業
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地域新電力事業

株式会社ところざわ未来電力 会社概要

会社名 株式会社ところざわ未来電力
Tokorozawa Future Electric Power Corporation

所在地 所沢市宮本町２丁目２１番４号
（所沢市上下水道局庁舎内）

資本金 1千万円
株主 所沢市（51%）、JFEエンジニアリング株式会社（29%）

飯能信用金庫（10%）、所沢商工会議所（10%）
代表取締役 中村 俊明（所沢市副市長）
設立 2018年5月28日

事業内容 ・発電及び電気の供給に関する事業
[登録小売電気事業者 登録番号A0525]

・エネルギー、他のインフラサービス及び地域課題解決に
係るサービス等に関する事業

・その他付帯又は関連する事業



●市内廃棄物焼却施設
●市内小中学校の屋根貸しソーラー（27施設）
●市内民間企業ソーラー（3施設）
●市内フロートソーラー
（●市内メガソーラー

※令和3年度から未来電力に供給開始）
●関東圏内廃棄物焼却施設

STEP1:
公共施設（高圧）
105施設 【17,771kW】
<約4,770ｔ CO2削減>

STEP2:
民間事業者（高圧）
19施設 【1,689kW】
＜約290ｔ CO2削減＞

STEP3:
民間事業者・家庭（低圧）
※R3,1月～供給開始予定

電力
お金

地域課題に対応した新たなサービスの提供（今後）

市の施策と連携したサービスの提供
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再生可能エネルギーの地産地消

マチごとエコタウン推進基金へ

市民・市内事業者へ再エネ普及



㈱ところざわ未来電力の特徴
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61％

10％

3％

18％

8%

2019年度電源構成比率

再エネ（県内バイオマス）※1

再エネ（市内バイオマス）※１

再エネ（市内太陽光）

再エネ（関東圏内バイオマス）※2

卸電力取引所※3

※１ FIT電源・未利用エネルギーを含む
※２ 未利用エネルギーを含む
※３ 卸電力取引所から調達する電気には、

水力、火力、原子力、FIT電気、再生
可能エネルギーなどが含まれます。

地産率７４％

CO2 排出係数の比較

大手電力会社

㎏-CO2/kWh 0.264 0.442
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○環境にやさしい電力の供給により、脱炭素化を促進
○環境にやさしい電力を市域に広める
○地産電源の使用により、地域経済活性化及び
地域循環共生圏を構築

㈱ところざわ未来電力の活用
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ゼロカーボンシティ
宣言



ゼロカーボンシティ宣言

所沢市は、2050年までに
二酸化炭素排出量実質ゼロを目指します

本市が目指すエコタウン所沢
そして、世界の共通目標であるＳＤＧｓに大きく貢献します
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ゼロカーボンシティに向けて

○㈱ところざわ未来電力による低圧電力の供給開始
○環境配慮事業者へのインセンティブ付与等による
環境市場の拡大
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既存施策の強化
○補助金制度等による創エネ・蓄エネ設備導入の強化
○ライフスタイルの転換に係る啓発事業

新たな取り組みの実施
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マチ ごと
エコ タウン所沢
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